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生存圏少ヽ-==-~ ャルヲィ~ -==-ルドと本質
生存圏研究所は、緑豊かな森と青い空を次世代に引き継ぐこ

とを目指しています。このために、平成 17年度より生存圏科学

の創成を目指す中核拠点として、国内外の研究者と共同し、地

表から宇宙空間にいたる広い空間領域（生存園）の人問活動と

環境に関わる学術を多様な研究者が分野を横断して、総合的な

学際分野の開拓と人材育成に取り組んできました。

「地球の現状を正確に把握・診断し、太陽エネルギーに依存する

持続的な社会基盤を作り出すための治療技術の開発」を目標に、

研究者の輪を世界に拡げ、設備機器やデータベースなどの研究―-_..., 中冒!"l"'~-rlヒ尋胃
資源の充実に努めてきました。

今年度（平成 18年度）は、材鑑調

杏室を改修・ 整備し、そのなかに生

存圏バーチャルフィールドを新たに

設慨しました。これまで別途公開し

生存圏研究所が木

質科学研究所時代の

平成 13年にスタート

したプロジェクト「低

環境負荷・資源循環咆木

造エコ住宅に関する研究開

における 5年間の成果として

建設した住宅について紹介したい。まず、このプロジェクトは

生存圏研究所のミッション 4「循環型資源・材料開発」の柱と位

置づけられており、新たなサブテーマを加えつつ発展・展開し

てきている。このプロジェクトにおけるサブテーマをいくつか

列挙すると、シロアリのエココントロール技術の開発、プレファ

ブ士壁を用いた耐力壁の開発、高性能木質釘の開発、圧縮木ダ

ボを用いた接合部の開発、廃棄木材における有害成分の除去技

術の開発、ユビキタス電源技術の応用などであり、それぞれの

成果については毎年の報告会で発表を行ってきている。これら

基礎技術の積み里ねの成果として、昨年度から本年度にかけて

実際に実験住宅を建設した。ここではその建設に関する話を少

ししたい。

実験住宅のコンセプト

本プロジェクトの趣旨は、質的に豊かで、真に健康的、長寿命で、

かつ耐震性能に優れた、 21枇紀に相応しい木造軸組構法住宅の

実現に質する基盤的技術を開発することである。この趣旨を満

足するように建物の構造担当研究者と建築家とで考えた設計コ
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ていた宇宙プラズマの衛星データおよび大気観測のレーダデー

タなどを生存隅データベースとして統合し、活用を図る場とし

てバーチャルフィールドを構築しています。木の博物館として

の機能の充実と共に、生存園データベースの発展を図ることに

力を入れ、使いやすい環境を整

えるために、展示• 閲覧スペー

スを拡張しました。いつでも、

どこからでも、一般市民の皆さ

んを含めて、多くの方に活用い

ただけるように工夫しました。これにより、法隆寺五重塔の心

柱をはじめとする貴璽な歴史的建造物由来の古材をはじめ、木

材標本、樹種同定に欠かせない標準プレパラートなどの実物と

共に、電子媒体を使った各種の生存園データベースのスクリー

ン上での閲覧が可能になります。

ンセプトを以下に示す。

主要構造材には 60年生以上のスギ材とし、乾燥を葉枯らしと

天然桟積みと言うエネルギー投下量が極力少ないものとする。

これらを満足する材として、徳島県木頭林業地域で伐採された

スギを用いた。部材寸法は通し柱 150mm角、梁は 2枚合わせ

の挟み梁 40X240mmを採用し、桁には 150X240mmの平角

を用いる。部材寸法を大きく取ることにより、使用材料の二次

利用の効率を上げる。耐力要素としては、プレファブ土壁と落

とし板墜の二種類を採用する。床は、スギ厚物合板（厚さ

35mm)を使用し、小梁を格子状に廻らせた中にはめ込む形と

する。仕口部の構成材である肘木・雇い実にはヒノキを、接合

具であるダボやクギには、研究開発してきたスギの圧縮木材や

接合具（スギ圧縮木ダボ、竹圧縮釘）

によって母屋と垂木を省略し、

屋根構面にダイヤフラム効果を

持たせる。などなどであり、筆

者の専門である構造に関する条

項ばかりになっていることをご

了承願いたい。

竹の圧縮釘を用いる（写

真 1)。小屋組みは登り梁

形式とし、野地板には厚

さ 40mmのスギ板を敷

き詰めることとし、これ



ェコ~ {~屯が紺設されましたQ
木質ホールの西側には、実験・実証木質工

コ住宅が新設されました。材料、構造、意匠、
生存圏研究所長川井秀一

メンテナンス、居住性など、個別の技術要素の開発を統合し、

平成 13年より始めたプロジェクト「木造エコ住宅に関する研究

開発」で蓄積した研究成果を、持続性と健康に重点をおいた低

環境負荷型の長寿命住宅として表現したものです。伝統的な木

造軸組構造に新たな技術を投人し、スケルトン・インフィルI法、

金釘を使わず、再利用やリサイクル性に配慮して 100年、ある

いは200年以上保つように設計されています。

その他、信楽（滋賀県甲賀市）にある大気レーダー観測所の建

物が改修されました。低層から中層・超高層 (1:空 500km)ま

での大気観測に多くの実績をもつ信楽 MU観測所は、アジア域

最大、世界最高性能の大気観測レーダー(MUレーダー）を中核に、

国内はもちろん国際的な大気観測の共同研究の拠点として活動

建物概要

建坪は 15坪、延べ床 30坪の親子 4人家族を想定している。

実際に住むことを想定してすべての設備（トイレやキッチン、

風呂など）を施工しているが、使い勝手などを考えた収納など

は一切持たない。外装は下見板仕上げ、またはモイス、士となっ

ており、内装は構造体がそのまま現しになっている。建築費用

については、基礎および電気、排水工事費用約440万円、躯体（材

料加工費なども含む）費用約 1220万円、設備費用約 60万円、

その他約 200万円で、計約 1920万円であった。しかし、この

価格は多くの企業からの現物支給や試験住宅用割引価格として

購人した価格であるため、実際にはもう少し費用が必要である

と考える。 2006年 10月に完成し、 11月に開所式を行ったので

そのーコマを写真 2に示す。

しています。同観測所で開発された小型の大気観測レーダー

(LTR: 下部対流圏レーダー）は、気象庁の観測ネットワークに

採用され、全国 31箇所で気象予報のための観測に用いられ活躍

しています。

生存園研究所は京大宇治キャンパスに在り、毎年 10月のキャン

パス公闇には実験室や施

設を公開しています。そ

のほか、年間 20回以上の

研究集会や一般市民を対

象にした講演会、公開講

座を開催しています。

現在及び今後実験住宅で行うこと

・床下環境を利用したシロアリ食害・材料腐朽制御実験（基礎を

べた基礎だけでなくフーチング甚礎を組み合わせることで碁礎

内にシロアリが地下から入ってきたケースなどについても検討

でき、断熱仕様についても比較のために複数の方法を取り人れ

ている）

・木造住宅における携帯電話・パソコンなどのユビキタス電源適

用性に関する実験

・床などの騒音に関する測定

・木質新材料や壁材料の耐久性・耐候性実験

·TV 電波による安心•安全住宅のための人間探査技術の開発実

験（一人暮らしの老人の活動をモニタしたり、留守宅の部屋の

状況変化を調べたりする方法の検討を行う）

•実験住宅の構造特性把握のための実験（実際構面で行った静的

実験の結果との比較を行う）

などが挙げられている。現在は生存園研究所の全国共同利用施

設のひとつとして稼動しており、すでにいくつかの実験が実施

されている。

今回の実験住宅の建設について興味をお持ちの方、見学を行

いたい方はぜひ、我々の研究所へ連絡をいただくか、実験住宅

ヘ足を運んでいただきたい。

（生活圏構造機能分野•森拓郎）
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開放型研究

推進部

材鑑調査室の木質標本

データ、 MUレーダー等

の大気観測レーダーデー

タ、 GEOTAIL衛星によ

る宇宙プラズマに関する

衛星データ等の生存圏に

関わる多種多様なデータ

を管理・運営。

生活・森林圏シミュレーションフィールド (LSF)

林（約 l6,000m2) 

に設置された木材劣

化野外試験、バイオ

マス循環、大気情報

生存圏科学という新しい理念を基礎にした研

究は、農、理、エ、情報、生命科学などの広

汎な学問分野にまたがっていて、関連研究者

との連携による共同研究が重要です。また、

当研究所の研究活動は海外にも広がり、数多

くの国際共同研究プロジェクトを推進してい

ます。開放型研究推進部は、こういった研究

活動を活性化すべく全国・国際共同利用なら

MUレーダー・信楽 MU観測所

滋賀県甲賀市信楽町に設置された世界最高

性能、アジア域最大の大気観測レーダー。

MUレーダーの直径は 103m。

赤道大気レーダー (EAR)

インドネシア・スマトラ島の赤道上にある大気観測用レーダー。アン

テナ敷地は直径 11Omで、対流圏、下部成層圏、電離圏まで広い高度

範囲を観測。

閉蔦型詞孤袖瀧篇⑱



びに共同研究プロジェクトを推進していま に、学際萌芽研究センターと協力して、新し

す。具体的には、生存圏研究所が国内外の研 い研究課題の発掘・育成を目指し、共同研究

究拠点で運用する 8つの大型設備・施設、な 集会を数多く開催しています。共同利用研究

らびに材鑑・衛星・レーダー観測等の生存圏 を通じて、研究者の輪を国内および海外にも

データベースといった有形無形の財産を提供 大きく広げ、緊密なコミュニティネットワー

しています。さらに、共同利用の新展圃とし クを形成すべく努力する所存です。

て、設備・施設利用を悔外の研究

者にも広く開放しています。同時 生存圏研究所副所長津田敏隆

● 京都大学宇治キャン}¥A 

木質材料実験棟

居住圏劣化生物

飼育棟 (DOL)

シロアリ飼育室、木材乾

材害虫飼育室、木材劣化

菌類飼育室からなり、居

住圏劣化生物の生理・生

態的特徴の探索•新しい

防虫技術の評価が可能。

三階建ての大型

木造建築物。

木質材料および

それらで構成さ

れる接合部・架

構の強度性能評

価や新素材開発

国際木材標本質総覧に正式登録

された木質標本データを保管。

マイクロ波エネルギー
伝送実験装置 (METLAB)

マイクロ波エネルギー伝送、宇

宙太陽発電、電波科学一般に関

する実験が可能な設備。電波暗

室や各種測定機器が利用可能。

先端電波科学計算機実験装置 (A-KDK)

512G/~ イト・ 128CPU、

2 56G /~ イト・ 32CPU、

64Gバイト、 16CPUを

持つ計算機システム。生

存圏の電波科学現象など

生存圏科学に関する大規

模計算機実験を実施。

森林バイオマス評価分析システム

細胞から分子レベルまで、きわめて

複雑な森林バイオマス（木質）を専

門的技術を駆使して評価分析するシ

ステム。

開放型研究推進部I5 



新任教授紹

宇宙圏電波科学分野

山川宏教授

平成 18年 9月に着任し、宇宙圏電波科学分野を担

当させて頂くことになりました。以前は、神奈川県に

ある宇宙航空研究開発機構 (JAXA)宇宙科学研究本

部において、地球周辺から月・惑星を含む宇宙環境探

査に関するミッション解析、ロケット・人工微星のシ

ステムおよびダイナミクスに関する研究を行なってお

り、また日欧共同の国際水星探杏計画「BepiColombo

（ベピコロンボ）」のプロジェクトマネージャーをして

おりました。小学校からの夢であった宇宙飛行士への

道を追求しているうちに、神奈川県を経て、京都・宇

治に住むことになったのも何かの縁だと思います。中

学から 30オまではバレーボール、それ以降は地元の

山を歩いたり、大自然にあふれる国内外の国立公園を

訪れることを趣味としています。どちらかというと、

垂直方向ではなく、水平方向に長距離を歩く方を好み

ます。宇治は美しい木々のある山に囲まれており、ま

た清冽な宇治川があり、その意味でも気にいっており

ます。また、木でできた古民家があると見にいく習性

があるのですが、京都、そして、生存圏研究所は私に

ぴったりの街、そして、職場ということになります。

宇宙圏電波科学分野は、宇宙空間・惑星空間におけ

る人工衛星による環境探査そのための探杏技術開発，

および宇宙太陽発電衛星の開発を通して，宇宙環境に

関する知見の提供，および、宇宙空間の具体的利用形

態の提案を行なっていくことにより、 21世紀後半に

必要となる人類の新たな宇宙空間生存圏の確立に寄与

してゆくことを目的にしています。研究室の研究テー

マは、宇宙電磁環境モニター、波動粒子観測機器の開

発、マイクロ波無線伝送技術の飛行実証等多岐に渡り

ますが、今後も、太陽と地球・惑星周辺の宇宙環境計測・

探杏、そして、太陽エネルギーを積極的に利川した宇

宙システムについて研究をしていこうと考えていま

す。

6 I 山川先生のお話

ここでは磁気プラズマセイルの研究について紹介し

ます。惑星間空間には太陽を起源とする高速のプラズ

マ流である太陽風が吹き流れています。磁気セイルは、

宇宙機の周辺に人工的な磁場を発生させることで、こ

の太陽風の運動エネルギーを受け止め、宇宙機に推進

力を与えるシステムです。この磁気プラズマセイルを

現実のものにできるかどうかは、太陽風プラズマ流を

受けとめるための十分な大きさの磁気圏を、探査機の

持つ僅かな質景・電カリソースで実現出来るかどうか

にかかっています。ここ 3年ほど我々のグループは国

内の研究者と共同して、このような画期的な推進シス

テムを持つ宇宙機の実現可能性を追及すべく、プラズ

マ数値シミュレーション、および、真空チャンバを使

用したスケールモデル実験により磁気プラズマセイル

の基本原理の確認を行なってきました。その結果得ら

れた推進性能を仮定することで、惑星間飛行あるいは

太陽系脱出までもが従来と比較して短時間で実現する

ことを示し、同時に宇宙機の具体的なシステム検討を

行なっています。現在は、宇宙機の質量、電源、熱制

御等のシステム設計の精度を上げるべく、磁気プラズ

マセイル宇宙機の中核技術である宇宙用超伝導電磁石

システムに関して、京都大学工学研究科、古巣の宇宙

航空研究開発機構、そして全国の大学の先生方と共同

で開発を進めつつあります。

今後とも、皆様の御理解と御支援を頂きながら、微

力ながらも研究・教育に携わっていきたいと思います

ので、よろしくお願い致します。



昨年の秋に、当初の予定通り、中華人民共和国南京

市にある南京林業大学（学生数約20,000人で京大と

ほぼ同じ）、木材工業学院に、外国人特別招聘教授と

して招かれました。先方との契約では、 1年間に3ヶ

月滞在して、講義をしたり、院生や若手研究者の研究

指導をおこなうとの条件です。とりあえず、様子を見

ることを兼ねて昨年 (2006年） 10月から 11月にか

けてひと月滞在しました。着任1週間後に特別招聘教

授の称号授与式が学長、院長および多数の在校生出席

の下に開かれたのには驚きました（図 1)。数B後に

はその記事が同大学のホームページにもトップで掲載

されているのを知って、かえって、特別招聘教授の重

みを実感しました。準備された構内にあるゲストハウ

冴 4~t女授寺;---::---
廷苺-,―. 

スは予想以J:に部屋が広くてきれいで、家具や寝具、

調度品、食器類もすべて新調され、お蔭で快適な生活

を味わうことができました。大学では充分な広さの一

部屋が準備されていて、同時期に、同学院にポストド

クター兼助教授として招かれたメヒティル・メルツ博

士と同室となり、常に誰か院生が質問や相談に訪れる

という環境にありました（図2)。講義は週に 1回と

いうペースでおこないましたが、海外からの先生であ

るということもあり、多くの学生が聞きに集まってく

れました。また、ひと月も

滞在すると、これまでわか

らなかったことを多く知る

ようになりました。いくつ

か紹介しましょう。一つ目

は、先生も生徒もH本以J:

に授業に追われており、研

究の時間が極めて限られて

いることです。-=つHは、

英語力が大変重視されてお

り、そのため多くの学生が

早朝から構内で声を出して

学習している姿をよくみかけました。三つHは、学生

はすべて全寮制で一部屋に 4-6人の共同生活を送って

いるとのことでした（後で聞いたところ中国の大学は

すべて全寮制のようです）。どういうふうにグループ

分けされるのか聞いてみると、機械的にあいうえお順

のように決められるとのことでした。 H本の感覚で考

えると共同生活は大変だろうと思うのですが、中国で

は制度だということを素直に受け入れているようでし

た。さらに、窮屈なことに、寮の部屋では自炊がご法

度なのです。先方の教授に理由を聞くと火災を心配し

てのことのようです。他にも、いくつかありますが紙

面の都合で別の機会に紹介したいと思います。

昨年の短期滞在で中国での生活がどのようなものな

のか概ね把握できましたので、今年はもう少し長く滞

在し、日本で経験し、生存圏研究所で培われた研究の

ノウハウを中国の学生諸君に役立てたいと考えていま

す。同時に、本来の目的である中国木材の種多様性に

関する研究やチベット寺院川材の樹種阿定に関する国

際共同研究に強い情熱を傾注し、しつかりやり進めた

いと考えているところです。なお、余力があれば是非

中国語を学びたいですね。

伊東先生のお話I7 



第 11回国際MSTレーダーワーク名ョョ五

昨年 12月11,-.,.,15日の期間、インド共和国のティ

ルパティにおいて第 11回国際 MSTレーダーワーク

ショップ (EleventhInternational Workshop on 

Technical and Scientific Aspect of MST Radar; 

略称MSTll)が開催されました。生存圏研究所から

は津田敏隆教

授・深尾昌一郎

教授をはじめ教

官・ポスドク・

大学院生ら 8名

が参加しまし

た。今回のチェ

アマンはインド国立大気研究所の D.N.Rao教授で

あり、 13ヶ国から集まった参加者約 300名により、

大気レーダーの技術面・研究面の論文 291編が発表

され、非常に活発な議論が行われました。 11回日を

迎える歴史ある国際ワークショップですが、ティルパ

ティ郊外にあるインド MSTレーダーサイトで行われ

た開会式に、インド大統領 A.P. J. Abdul Kalam博

士が列席され、おおよそ 30分にわたって環境研究の

里要性を訴える

熱弁を振るわれ

たことには、びっ

くり致しました

（写真：左端が講

演中の大統領）。

インドにおける

大気レーダー研究の勢いを感じさせるエピソードです

が、主催者側は安全確保や段取りが大変だったそうで

す。この会議は大気レーダー関係者の祭典のような雰

囲気があり、各国の著名な先生方にお会いできる楽し

い会です。我々にとっては更に 2つのうれしい出来事

がありました。ひとつは深尾教授が他の2名の先生方

とともに、これまでの功績を称えられて honorable

speechをされたこと、もうひとつは本研究所からの

大学院生・ポスドク諸君の多くが若手対象のアワード

を受賞されたことです。なお本研究所は、プロジェク

ト共同利用（研究集会）から、同会合の参加旅費を一

部援助いたしました。

（文責：山本衛）

1 ( 2006年度（第 15回）大川出版賞受賞 ) | 
2006 年 11 月、深尾昌一郎（教授）•浜津享助（三菱電機株式会社通信機製作所プ

ロジェクトマネージャ）著の『気象と大気のレーダーリモートセンシング』 (ISBN

4-87698-653-3, 京都大学学術出版会， 2005年）が財団法人大川情報通信基金の

2006年度（第 15回）大川出版賞を受賞しました。

同賞は、情報通信分野における技術の発展ならびに社会的啓蒙に貢献のあった優

れた図書に贈られるもので、 20世紀の気象大気科学の進歩に大きく貢献したレー

ダーリモートセンシングに関して、基礎からハードウェア•最新の観測結果までを

包括的に論じた同著に対して、賞状及びメダルが贈呈されました。

生存圏研究所ニュースレター「生存圏だより」

2007年 3月14日発行
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生存圏科学とは何だろう…

編集を通じて改めて自分自身に問いかけてみました。

宇宙とか地表といった異なった視点から眺めることで何

かが見えてくるはず・・

一歩引いて自分の研究活動を振り返ることも時には必要

だと感じました。

子供や孫の世代が健康で安心して暮らしていけるような

環境を残していきたい、と切に願う今日この頃です。

「生存圏だより」編集部畑 俊充

三谷友彦

髪斗千華子


